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02E1001G　荒井育美　02E1002E　奥泉祥子

02E1007F　手島由加　02E1012B　藤浪千晃

　02E1015G　村上真美

題材名：空気の力を感じてみよう（空気の弾性）

対象学年：小学校４年生

本時の位置：前時までに、空気鉄砲などを使い、閉じ込めた空気は圧し縮められることができ、閉じ込めた空気には圧し返す力があることを学習した。また、閉じ込めた空気と水の性質の違いについても学習した。本時はこの単元のまとめに位置する。

本時のねらい：前時までに学習したことを活用し、遊びの中で空気砲を使うことによって、空気の性質や閉じ込められた空気の力について、より深く理解できるようにする。

本時の展開（45分）

	時間
	学習活動
	予想される児童の反応
	留意点
	教材

	導入

（10分）
	クイズなどを通して、前時までに学習したことの復習をする。


	「分かった」

「この前やったばっかりだから分かるに決まってるよ」

「分からなーい」


	フラッシュカードを使って、閉じ込められた空気の性質などについて、わかりやすくまとめる。

クイズの時、なぜその答えにしたのか、質問する。


	フラッシュカード

模造紙

	展開

（30分）
	ダンボール箱で作られた空気砲を使って、圧し出された空気の力を実際に感じてみる。

ダンボール箱に空けられている穴から、圧し出された空気がどのように出ているのか、線香の煙を箱の中に入れ、空気が出る様子を見る。

箱の中の空気がなぜ勢いよく出るのか、その時の空気の様子を学習する。

空気砲の力を使ってゲームをする。（班対抗リレー）
順位を発表する

	「すごーい」

「何が出てきてるの？」

「ドラえもんに出てくる道具みたい」

「空気が勢いよくボンって出てきた」

「空気が押し出されてきたんじゃないかなぁ」

「煙のかたまりが出てきた」

「煙がまるく出てきた」
「空気ってすごいなあ」

「空気鉄砲と同じなんだ」

「早く、早く」

子どもたちは楽しんでいる様子


	児童全員が体験できるように配慮する。

空気砲：ダンボール箱の一つの側面に一つの丸い穴を開けたもの。両側面をたたくことによって、箱の中の空気が勢いよく出てくる。ここでは、閉じ込められた空気の圧し返す力を児童に体験させるために用いる。

空気砲を使っての空気の様子をどのように感じたか、質問する。

線香に火をつける時や線香が燃えている最中に児童が火傷などをしないようにする。

線香をダンボールの中に放り込まないように、あらかじめ言っておく。
十分に換気をする。

家で実験する際の注意点を言う。
どういう風に空気が出てきたのかを聞く。
ルールを書いた模造紙を黒板に貼り、ゲームのルールを説明する。
	ダンボール箱の空気砲

線香

マッチまたはライター

水の入ったコップ

濡れ雑巾

模造紙

紙コップ

空気砲

	まとめ

（５分）
	閉じ込めた空気の力を使った物を考え、発表する。

閉じ込めた空気の力を使った物の身近な例を知る。


	「何かあるかなぁ」
「へぇ、探してみよう」

「空気の力ってすごいんだなあ」


	児童の身近にある物の例（空気ポンプ・シャンプーやリンスのポンプなど）を挙げ、児童が空気の性質をより身近なものとして感じるようにする。


	


